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昭和初期の旧外国人居留地の考察

はじめに

1858年ω安政仮条約lζより，神戸は，横浜・長
崎・新向・箱館(函館) ・江戸(東京) ・大坂(

大阪)とともに，都市の中に居留地が置かれた。

居留地は外国人の手によって設定されたが，そω

後そこを核心として近代的な貿易業務地区を形成

し，神戸・横浜などでは都心業務の中心的役割を

もっ地域となった。

ヨーロッパ諸国の古い都市の中核部は，建造物

のm??1111yがきわめて少ないため.R.E・デッキン

ソンのいう「中央地，治{セントラノレゾーン)Jに

は. rhの発生当初または，その後の陪史を物語る

ような建造物がそのまま保存されている乙とが多

い。しかしわが国では，木造が多かったこともそ

の版凶となって，都心地区の更新は目まぐるしく

進み， 100年の歴史を持つ神戸の出外国人居留地

(以下居留地と略していう)もその例にもれない。

とくに，第2次大戦による激しい戦制と，その後

の米軍による占拠により，旧居留地は大巾な変貌

を余儀なくされた。外人による欧米)誌の土地長画

はそのままではあるが，当時を物語る健造物は，

現在，浪花町15番館の「ノザワJが唯一のものと

なった。
2) 

Ir:l居留地は先学により，主として郷土研究の角

度から研究の対象とされて来たが，地理学的な側

面lからの検討は余りなされて来なかったように思

われる。筆者は，第2次大戦以前の脳和VJ.lVJが，
居留地制度から脱してわが国独自の貿易業務地区

を形成した重要な時期jであ勺たと考え，そこに一

時期を定めて考察を進める ζ ととした。ことに19

36年頃は，第2次大戦前における，神戸の貿易活

動がピーク K達した時期lζ当たっている。本論で

は，前半で居留地設定当初の居留地ω地域的な構
造を昆なおし，後半で，附和初期ω|臼居留地の構

造について考察する乙ととする。

昭和初期のIIJ居留地の地域構造を知る手掛りと

して「大神戸市景観凶」およびその関連資料を用

いた。乙0)地図は1935年出，当時，神戸にあった
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ゆウ

日刊新聞社のメ新日報社が企画し作製したが，米

出版lζ終「たものである。地図出版の予定された

時期が，不幸にして対中国戦争勃発の時期，c当た

り，軍部の機密lとふれるとして出版禁止となった

ものである。

学習院教授村松繁樹，京都大学教授石橋五

郎ら，地理学者の指導と小野三正が作図構成した

ものである。今凪この地図の関連資料を所蔵され
3) 

ていた久留島隆子氏のお許しを得て本橋の研究資

料とした。

I 居留地制度と居留地の内部情造

1. 居留地制度

居留地は，阿片戦争 (1840-42)後，イギリス

が上海~C設けた租界の制度の踏習とみられる点が

ある O わが国初代の英国公使オーjレコツは中国で

の租界運営の経験があり，横浜の居留地設定ω際，

上海で施行した「土地章典1|を制度上に反映させ
た。長崎，神戸等も，ほぼそれにならったと見ら

れる。
5) 

1864 (文治 1)年の横浜居留地覚書lζは居留地

lとおける「外国人の自治行政権」を認めさせる条

文があり，また居留外国人の「領事裁判権」を認

めさせている。更に，外i通人iζ利益のある「協定

税率Jを定めるなど，居留地は上海における租界

制度とほぼ変わることのないものであった。

j長留地貿劫の重要な機能である走至上所(のちの

税関)は，神戸では旧生田川の廃川地南K設定し，

横浜，長崎では，居留地の臨海部中央に配置され

た。

自治行政の中核となる市政庁(.Municipal00-

vernmenけには市政委員会 (MunicipalComm-

1 ttee )がおかれ行政をお ζ なう行事職(The 

Standing Committee) 軍基察 ( Pol ice ()ffice ) 

消防署 (FireBrigade )などが自治的K配置され

た。神戸心場合は38番館にそれらが置かれていた
6) 

ζ とが， 1885年時のジャパン夕、、イレクトリーによ
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って確認される。制度解消後，そこには，ニュー

ヨークの石油商社のパキューム オイルカンパニ

ーオプロチェスターや，インターナショナノレ，

バンキング，コーポレーション等が立地した乙と

が， 1919年のダイレクトリーに記載されている。

各国商館の土地取得は，それぞれ競売によって

おこなわれたが，いづれの居留地においても，イ

ギリス人の勢力が強かった乙とから，行事職もイ

ギリス人が選ばれることが多かったようである。

各国はまた居留民の保護と統制のた汐外国公

館を配置している。上海の租界の地図を確かめる

と，租界内K多くの領事館が立地していたことが

解る。神戸ではイギリス外11ヶ国の外国公館が居

留地に配置されたが，今日なお，その地区内KlO

余の外国公館が置かれている。横浜では，制度解

消時，関内iζ11.山手iζ6の外国公館があった。

2. 居留地の内部構造

神戸の居留地は歴史的な核心地である兵庫から

約 3.5伽の東部の未利用地が選定された。横浜は，

すでに多少の外人が居留していた神奈川の町から

約 0.5km南の横浜村の寒村が選定されたのは，日

本の市民とは隔離する意図が強く働いていたから

である。つぎに長崎・横浜・神戸のいづれの居留

地も共通して，居留地建設の際に地形の改変をお

乙なっていることがあげられる。長崎では，すで

に埋立てられていた小曽根のほか海岸の大浦や，

大した。横浜は，すでに江戸末K形成されていた

吉田新田のほか低湿地を干拓し，地形改変をおこ

なった。神戸の場合は氾濫し易い生田川を約1加

東に付け替え，旧河川の自然堤防に広い遊園地を

設け，低湿な地盤に土盛りをお乙なった。

横浜居留地の構造をみると，中村川，大岡川に

挟まれた，あたかも長崎の出島のような隔離的な

市域が形成され，そ乙を「関内」といった。吉田

橋，矢戸橋などのほかいくつかの関門で嘗備され，

内部へは自由な出入は出来なかった。関内は，造

成の時期によって，旧居留地に二分された。しか

し，江戸に近い横浜では来住する商館が多いため

さらに山手の高台K山手居留地を付加するように

なり，関内と山手の両者を併せると面積が12，010

Gで，わが国最大の居留地域となった。関内lとは

主要商館が立地を競い，北の境界は巾約36mの日

本大通りを隔てて，幕府が江戸から招いた商家が

そ乙に商業地区を形成した。またこの通りの北の

端には，クリケット等の可能なリクリェーション

用の公園を置いた。山手居留地には当初は，フラ

ンス陣営，イギリス陣営等軍隊が駐留する空間が

確保された。山手はBluffと呼ばれ，外人専用の

墓地，散歩道路，公園を配置し，住宅地帯を形成

した。のちこの地区には，外国人の教会，学校等

が集まるようになり，山手と，関内との中聞に，

日本人の商庖街である元町商庖街が形成された。

第 1図 旧居留地(図ちゅうの数字は地番，本文関連のもののみ。)
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神戸の場合，居留地周辺を画する自然的な境界

は東は I~生田川，西は鯉川筋，北は西国街道であ

った。横浜のような水路による隔離はおこなわれ

なかったが，当初はその周辺に約8の関門が置か

れた、横浜のように新たな居留地の拡大付加は実

現しなかったが，不足する外国人の住居地を補う

ものとして「雑居地」を規定した。現在の旧生田

区の範囲に，外国人の居留を許可した。この「雑

居地」は，横浜の「山手居留地JK対応するもの

であり，そ乙の山麓部lζ ，神戸独得の外国入居住

地域が形成され，教会，学校などがのちに居留地

からそこに移るようになった。また居留地と北の

雑居地との境界lζ ，横浜と同名の|元町商庖街」

の小売地区が発展した。東部lζ遊園地を配置して

いる。

上向で、は，古い中国の歴史的核心をもっ市街地

は，城内 (OldCity)とよび，その内部に複雑な

露地網のある地域が形成されていた。中国人は白

からこの城壁内部に集中して居住し，域内と城外

は画然と境されていた。租界はその周辺部に広く

を特定しなかった乙とや，第2次大戦前につくら

れた南京町も，発展の余地の少ない狭い町域であ

った乙となどが，神戸で，華商街を形成しなかっ

た理由としてあげられよう。

居留地制度は， 1899年に廃止された。しかし，

その後も旧居留地を中心とする外国商館の立地は

継続し，同時にわが国商社の旧居-留地への進出が

開始された。

E昭和初期における旧外国人居留地の内部構造

昭和初期の旧居留地考察の年次を1936年次を一

応のメドとした。 1936年時以降は対中国戦の進展

により国際関係が悪化する時期に入るからである。

1936年はまた，先述兄まように神戸港貿易が大

戦前lζ ピークに達した時期lζ該当している。

筆者は先lζ，神戸市の商社の経年的立地変動に

つき報告した(1981)13)が， I日居留地のみに限定し，

居留制度解消後約40年後の貿易業務地区の特性に

ついては，考察が出来なかった。今回は，乙の地

区での貿易業務機能である，商社，金融機関(銀

形成され，イギリスセクター，アメリカセクター， 行，取引所)保険，海運業などの諸要素の配置に

フランスセクタ一等，国目Ijの地域分化が明瞭に進 考察の視点をあて，居留地設定当初との比較をお
8) 

んだ。横浜居留地で，フランスは，五ヶ国均分案 こなうこととした。

を提示したが，それは実行されなかった。横浜で 1. 内外の商社の立地移動

は欧米人は，どの国人も，各国のセクターを形成 商社は1868年開港当初から，もっとも整備され

しなかった。

しかし，中国人は，日本在留の経験とその人口

が他より卓越していたため，わが国でも多少の

Segregationをおこした。横浜でそれが明瞭にお

乙り，埋立居留地 (SWarnPSettlement)がその
9) . 

地区となった。山下請侮 (1979)の調査では1880

年の横浜中国人は 2.172人で，そのほとんどは中

華地区に住み，今日の中華街形成の基盤となった。

長崎では，江戸湾に突出した出島と，唐人倉庫付

近を埋立てたo そこが今日の中華街の基盤とな 10)

た。また長崎では1860年代K，外国人の45-66%

は中国人によって占められていたという乙とであ

るo

神戸では居留地域が狭いためと，当初条約国で

なかった乙とから中国人は居留地以外の雑居地に

住んだ。第2次大戦前まで国鉄の南，旧居留地の

西側に集積度が比較的高かったが，戦後は極めて

分散的であるC

横浜のように，居留地制定の際，とくに居住地

たビジネス地区の居留地lζ立地奇葬った。 1936年

時には神戸の外国人は約 8， 000人で，その約44~ぢ

が欧米人であり，欧米人のうち首位奇占めるのは

イギリス人であった。神戸の商社510社のうち約

20% は I~居留地に配置されていた。 lg 社のうち

59~話は，外凪系商社であった。 1919年時の70%~ζ

比べて，その比率は減っているものの，この数値

は，居留地にわが国の商社が立地する乙との困難

さを示すものであろう。

各年の資料となるダイレクトリーを見ると，居

留地内部での外国商社の立地変動はたえずおこり，

一定の地番での定着は，少ない。高い地代の支払

い能力のある者によってつねに代謝がおこってい

るように思われる。

累年の神戸市の統計蓄には，旧居留地や，海岸

通りが，もっとも高い地価地点となっている。試

みに， 2-3の著名な商社について第 1表を作製

し，具体的にその移動を考察する。

1936年の「神戸市商工名録JK記載されている，
-4-



第 1表居留地内での外国商社の立地移動

左の地番 IC各年次 IC立地していた事業所名
間I 名 地.ifi 1936年

1979年 1885年 1919年 1923年

向岸i泊 12 カロール兄弟尚会 L ニッフラ ー商会 C.イリ ーズ廊会 ドyドウ ェノレl街会

デビッド サiイE詰モン閥会
F.H ヒレJレ会 G.パンデJレブリーズ商会

京 旧I 79 N.7テノ、 リーソンス:，1)句会 クラブ ・コンコ Jレディア

? "'jキクスウェ Jレ脳会 オ リエンタルホテル

7 ワ Itii会

M.H ノ、リス アン ド Jレイ

スC'.1thW会。クーノマー
ノ スチャイナー

京町 80 G.M シャーl街会 ホンコンシャンハイ銀行 W. F ページュ宅
ロシア ボランンピノテイヤィlア フリー 卜
ジャノマン 商ワ ノ、ンテeノレ インシュアランス

近7 藤ー商チ会ャ Iノ 会

ラーカ'ノレト，クライウォ ラー商カ'会ノレト， クライ ウォ アン商貿ダ会易ーウ ッ ド タイ プライ
京 町 82 ドyドウェノレ閥会 ノレト商会 ノレト

内タ聞ー 閥会
ド ，ドウェノレ商会

チャイナー アン ド ジャノマ チャイナーアングド} ジャノマ
江戸町 88 Fユー ンズ商会 一 ン トレーディ ング商会 ン トレーディン 閥キ会

イザ Iノク アンタッ ー商会

江戸町 93 A カメロン前会 チヤスエスデール宅 A カメロン商会 A カメロン商会

資料:1979， 1885， 1919， 1923年は各年のジャパンダイレクトリー:ガゼット社

1936年は，神戸商工会議所編 神戸商工名録を参照した。

京町82のドッドウェノレ商会は， 1858年中国に創設

された英系の商社である。対中国の茶貿易lζ端を

発し， 1898年に日本に支社を置いた。その後は海

運業を主とし，定期船，不定期船，船舶保険，傭

船， トラベルサービス等多角経営がおこなわれて

いる。この商社は， 1919年，神戸海岸通12番館，

1H23年に京町82に移っているo 現在はさらにこ

の西へと移動している。)

わが国での居留のもっとも古い，コーンズ商会

は， 1936年iζ，江戸町88番lζ記載されているが，

1885年には海岸通7番館において，銀行の代理業

務等と併せて貿易業をお乙なっている。浪花町17

番にその倉庫も置かれていた。

1936年には江戸町931C神戸市商工名録に記載さ

れたカメロン商会は1893年には神戸に本拠を置い

て，貿易をおこない，そgu益により，垂水に「ジ
ェームス山外国人住宅地Jを経営していた。乙の
外人住宅の創設は1936年に当たっている。

これら外国商社に対して， 1936年頃にはわが国

は旧居留地域に大資本の商社を進出させている。

現在，総合商社とよばれるものである。

昭和初期の商社の扱うものは，生糸，綿布，樟

脳，人絹布の輸出，羊毛，麻，綿花等の輸出であ

っTこ。

外国商社の立地移動は，社会情勢の影響が強く

働いているが，わが国の商社の場合は，もっとも

その機能を果たすのに利便のある地域に向けて，

資本力のあるものが移動するように思われる。

2. 保険業の立地

商社地域では，商品の在庫，輸送，為替の相場

の変化lζ対応する保険業務の立地が目立っている。

1900年頃の居留地内での保険業の数は約50種に及

び，その多くは外国の保険業で，商館lζ代理事業

を営ませていた。 1936年時の資料をみると，外国

系は， 5社lζ減じ，わが国の保険業が12社となっ

ているD 乙の資料は，神戸市 (1937年版)の神戸

商工名鑑に拠ったため，外国側の代理事業による

保険業の記載が欠けているようにも思われるが確

認にいたっていない。

第2表 1936年の旧居留地の主要商社，地番，前住地等

資料:1936年，神戸市商工会議所編神戸商工名録

1885年，ガゼット社編 ジャパンダイレクトリー

3.銀行
銀行は，商社機能の遂行に欠くことの出来ない

金融機関である。居留地開設当初から，今日にい

たるまで，居留地に定着したものに英系のチャー

タードパンクと，上海香港銀行がある。居留地時

代は，乙の外にも外資系銀行が置かれたが， 1936 

年時には，つぎのような，主要な日本の銀行が置

かれている。それらの前住所在地を見ると，栄町

通りから東のほう旧居留地へ向けての移動が顕著

である。
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第3表 旧居留地への銀行の移動

銀 rr 名 1936年の居留地々番 1925年の住所

神戸銀行本庖 浪花町56番 ←海岸通2丁目

十五銀行神戸支居 西町 35番

日本銀行神戸支庖 京町 25番 ←栄町通2丁目

日仏銀行神戸支庖 西町 36番

横浜正金銀行神戸支rg 京町 24番 ←栄町通2丁目

日本興業銀行神戸支庖 西町 36番 ←仲町

資料;神戸市統計書 0936年， 1926年)

4. 神戸取引所の設定

神戸開港後17年後の1893年，取引法によって，

「神戸米穀株式外五品取引所」が栄町3丁目に置か

れた。間もなく東川崎町lζ移ったが，一時廃絶。

1919年に株式会社神戸取引所が楠町7丁目に配置

された。昭和初期今♂28年に神戸取引所蚕糸部を，

元町4丁目iζ移したo 1933年lζ旧居留地の浪花町

60番に新たなビ‘ルを建設し定着した。この取引所

は，当初は神戸駅北にあったが，順次東部へと指

向しているが，神戸市の商業の核心地が次第に東

へと移っている乙とを反映しているように思われ

る。同ビ、ルには，米穀取引所が9，蚕糸の取引所

が7ある。その他の有価証券取引所も同所に集ま

り，総事業所は約20を数えた。蚕糸は乙の時期に

は重要な輸出品の中に入っていた。そのため，旧

居留地内IL，1936年には木首川製糸(明石町19)， 

合相合名会社(京町77)，田中製糸(明石町19)， 

など蚕糸，絹を扱う商社が立地した。第2次大戦

後は，神戸での絹の取引は衰微している。

5. 海運業の集積と中高層ビルの増加

居留地時代の海運業は，わが国にはじめて定期

航路をひらいたp.&O.(ペニンシュラー，アンド，

オリエンタル，スチームナビゲーション，カンパ

ニー)やイースタン，アンド，オーストラリアン，

スチームシップ，カンノマニーリミテッド，ノイター

フィーlレド，アンド，スワイヤーなど約20の海運

業が進出していた。海外への長距離物資の輸送機

能は，商社の活動を補完する重要な機能である。

1936年時には，明石町32番IL12の海運業，播磨町

45番iと8，同町27番iζ7.海岸通り 5番lζ8の海

運業が立地し，その他西町36番， 35番，海岸通り

10番等の各地番に多くの海運業が立地している。

旧居留地のみで約901Lも達している。そのほとん

乙に記した地番を， r大神戸市景観図」の関連資
料で確認すると，ほとんどが，中・高層のビ、ルで

あり，その主要なものは，商船ビル，海岸ピノレ，

明海ビ、ル，クレセントビ、ルなどであるo その他，

三菱ピJレ，取引所，大丸百貨庖，神戸商工会議所，

水上嘗察署，東洋ビ、ル，江戸ピル，日本ビ、ル，南

ビ・ルなどが乙の時期迄Iζ建造され，旧居留地域は，

建物の立体化が進んでいる。 1936年時には，旧居

留地域は，第2次大戦前lζ，神戸市域のなかで，

もっとも容積率の高い地域であった乙とが確認さ

れる。

乙ういうビル内に，殊lζ海運業が集積している

のは，海運業が，情報を最も必要とする企業の l

つであり，互に集積して，商社や保険業との接触

を深めて利益を高めようとしているからであろう。

6. デパートの立地

大丸百貨屈は，昭和初期の1927年に，旧居留地

の明石町40番lζ移動したものであるo 乙の居留地

40番には， 1885年IL，マックスボルワノレトの所有，

1923年Kはミュチュアル トレーダース商会と，

tークマン アンド カンパニー 1919年には，

ノザキ ブロス アンド カンパニーが立地して

し、7こo

居留地制度下では，小売庖の立地は少なく，せ

いぜい，パン庖，洋服商程度であり，日常買廻り

品等も，元町商庖街lζ依存していた。旧居留地へ

のデパートの進出は昭和初期，大丸によって実現

されたが，その位置は，元町商庖街と，元町駅へ

の足がかりのよい位置である。同デパートの発祥

は，兵庫の鍛治町であり，明治末に元町4丁目に

移り，取引所と同様に，次第に東部への移動方向

をたどって来ている。

むすび

外国人によって支配された神戸の居留地の商館

貿易は， 1868年から1899年までの約30年間であっ

た。その制度は，中国の上海租界との類似があり，

多くの外国商社と住居の立地により，居留地と雑

居地との両地域から構成されていた。

神戸の乙の二地域の構造は横浜の関内居留地と，

山手居留地との構成と対比されるム制度廃止後約

40年後の1936年は，旧居留地の都市形態を保存し

つつ，今日の神戸の都心の貿易業務地区の基盤を

どが日本の商船会社によって占められている。乙 なした時期であった。
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陥和初期のIII居留地は，商社，金融機能，海運，

保険業，取引所などの中枢管理機能が，他からも

転移集積している。しかし，まだ商社における外

国資本の勢力は，かなり強力であった。都心要素

の lつであるデパートがここに立地し，すでに多

くの建造物の立体化が進展していた乙とが確認さ

れた。しかし，このテーマについては，まだ調査

の途上にあり，乙の上とも諸先生の御叱正を賜わ

りたい。

本稿は1980年7月，兵庫地理学協会の例会lζて

発表したものに加筆したものである。

本稿の作製lζ当り，資料を提供して下さいまし

た，久留島隆子氏，資料の整型lζ協力下さいまし

た岩垂洋子様，久保田摂子様，浜田恵美子様，脇

田久仁子様iζ心よりの御礼を申し述べます。
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